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天文用語に潤する私見（6）

　　　（特に野尻氏の女に答へて一ii）

　　　　　山　本　一　清

　IndUSを自分は可なり永V・間，何の氣もなく軍にLインド人「と諜してみ

た．之れは全く自分のウカツだつたのである．近年，自分は村上理學士の暗

示によって，卒然として之れをLインヂヤジと攣へることにした．理由は多

くの人に既に明瞭であらうと思ふ．（し天界コ第161號第409頁を見よ）

　叉Mons】近ensaeを，自：分は十年も以前，人なみにしテ1ブル山「と繹し

てみたやうに畳えてみる．之れは常道である．一しかし，批の星座名だけ

に限っては，吾人日本人の立揚から，一寸キチンを利かせて，L卒山「（ひら

やま）と讃む～二とが，特に許して貰へるやうに思ふ・南アフリカにTable

Mountainとv・ふ有名な山があり，此の山の麓でラカイ　＝一等は貴重な天艦観

測をした・其の紀念に此の名を新星座の一つに探回した理由は，自分にも充

分わかる．しかしながら，こ曳に問題は吾々日本人のみが使用するための日

本語中に，一つ新しい星座名としての老察である．（他に強いて名案が無けれ

ば好い）日本人に取っては，天文學上から見て，南阿の一隅にある山の名よ

りもL三山「といふ名の天文先輩を，一人ならす，二人までも有つとv・ふ三門

の方が，重大でもあり，また是非に忘れてはならないことではないか！？し

からば，幸ひMons　MensaとV・ふ原語にホ日當する日本語を考へる時，之れ

をしひらやま■と書いて了うことは，決して之れはユ1モアでなしに，大マジ

メに考へて然るべきものだと思ふ．どうせ外國人に讃ませる名では無いのだ

から，之れを原語の繹名であるとか，ないとか，辮明する必要を準備するこ

とは要らない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　野尻氏がアンドロメを，ベランメと連想され，自分が之れをアンドロ女や

ヒメと連想するとしαふのは杢く各自随意であって，趣味と言はうか，傾向と

言はうか，一何れにしても，相互の抗議にはならないものである・

　又，こうした事の序でに注意して置きたVOが，およそ漢字であらうが，片
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カナであらうが，原語から課してしまへば，其れはもはや日本語であるべき

筈であるとV・ふ貼だ．決して獲音といふことにのみ囚はれてはならなVO．

Andromedaは，いかにも，アンドロメ1ダと護音する。しかし之れが其のま

S日本語と考へなければならない必要はない．語調と簡結とを考へつN，叉，

日本語の精紳と將來の蓮命とを考へて，アン1・ロメが良いと思へば，決して

phoneticに囚はれてはならない．一呪うした考へで見ると，聖書の中に記

されてある固有名詞などは實にスバラシク模範とするに足るものである・イ

エスも，ペテロも，ヨハネも，ベテレヘムも，エバも，ピリポも，アンチオ

ケも，ピニケも，ペリシテも，ダビデも，ヘロデも，パフ。テスマも，ペンテ

コステも，決して此等はギリシャ語や，ヘブライ語や，ラテン語や，英語や，

ドイツ語等々の獲音に忠實なものではなV・．むしろ，それぞれ，面癖に暗示

され，其れを参考として創造された新しい日本語であると解すべきだ・

　Ophiuchusは態々し蛇掴み「にする必要はあるまい．　L蛇遣ぴ「の方が少しく

上品であるし，更に叉，このが音便上からも獲曝し易い．但し，L蛇遣nは不

可である．之れはし人が蛇を遣ふ■ではなくて，し蛇が遣ふ「といふ意味になる

から．

　CepheusやCentaUrusなどの揚含のCの音については，自分は今までに

幾度も繰pi　Sl11し主張の理由を説明したから，野尻氏とても，一鷹は分って下

さってみると思ふ．それにも拘らす，まるで知らなV・ものの如く抗減せられ

る態度を一寸試だと思ふが，しかし其れは氏がモ少し根本から考へ直して下

さる三三の出來る日を待つ．只，近頃自分が或る出版物で偶然見た所である

が，其れはChicagoをLキカゴ「とかき，　CyanをLキヤジと書いてみる人の

例であった．なるほど二千年も前のギリシャ人が其のまし今日甦生して來た

ら，Lキカゴ市の博覧愈「とかしキナChina國「とかしケ1ロスタト「Coelostat，

LキガドCigar，　Lキガレト「Cigarette，　Lキンキナチ「Cincinati市，　Lキトロ

ン「Citron，　Lキラス「Cirrus，　Lキヴイクー1　Civic，しケイロン■Ceylon，　Lゲネヴ］

Genさve市などと言ふかも知れなV・！1（未完）


